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                                                                      資料１   

                      学校建設についての質問と回答 

 

【２０１８年１２月１７日】 

柴田：（略）「桂川小学校をどうにかしてください」と言われました。問題が何かあってい

るんかなと思ってどきっとしたんですが、続けて、「あの監獄のような学校に、毎日、子供

が通うかと思うと、胸が詰まりそうです」。監獄は何を意味しているのかと思ったら、要は

監獄みたいに汚いと言われました。 

（略）「新しい酒は新しい革袋に」という言葉もあります。今の教育に見合うところの学校

が必要と思うんです。町長にお尋ねします。学校の建てかえというのを考えられていますか。  

 

町長：将来にわたって、学校の建てかえが必要であるという認識は持っております。現在の

状況で、議員御指摘のことにつきましては、これまでにも何度か、この議場の中でも議論が

なされてきたところです。  

 まず、１つありますのは、学校、本町の教育現場としては、桂川小学校、東小学校、中学

校という形で、２つの小学校、１つの中学校という体制ですけれども、本町にとってのこれ

からの学校、そしてまた学校施設のあり方というのに、まだ本格的な議論というのがされて

いないという気がしているんですね。ですから、そういったことも含めて、今後の大きな課

題であると、そのように思っております。 

 やはり建てかえするにしても、あるいは長寿命化の大規模改修をするにしても、多額の費

用が必要であるということは容易に予想されます。このため、基金の設立が必要であると思

っておりますし、具体的には来年度予算には計上していきたいと考えております。 

                      

 

【２０２０年１２月１７日】 

柴田：端的に尋ねます。町長、桂川小を建て替える思いはないんですか。 

 

町長：その思いは、十分にあります。ただ、現状から考えまして、いつだったか、ちょっと

明確には覚えていませんが、同じく一般質問の中だと思いますけれども、これから先の桂川

町の、特に小中学校の在り方といいますか、そういったことを、もう少しきちんとですね、

協議をし、そしてまた基本的な計画を示しながら進めていく必要があると考えておりますの

で、思いはありますけれども、その前の準備段階といいますか、そういう状況にあると、そ

のように思っています。 

 と同時に、議員御指摘のように、私も胸が痛む思いでありますけれども。やっぱり桂川小学

校の、いわゆる環境的な、美化環境も含めてですね、環境的な対策、これは早急に行うべき

ではないかと、そのように考えているところです。 

（略） 

                                                                     （つづく） 
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 現在の段階としましては、私としては、いわゆる総合教育会議を開いておりますので、そ

の中で問題提起をしながらですね、協議をしております。具体的にどういう形で進めていく

のか、議員御指摘のように、そのどういう形で進めていくのかというところが、まだ明確に

なっていないというのが現状です。早く、具体的な取組の報告ができるようにですね、努め

ていきたいと思います。 

 

                                                                 

【２０２１年６月１６日】 

柴田：今後、学校設立に向けて、どのように取り組まれていこうと考えてあるのか、教えて

ください。 

 

町長：学校の設立ということでございますけれども、現在の段階としましては、いわゆる学

校教育施設そのもの在り方ということが、重要だと思っているところです。  

 先ほど、議員がちょっと申されましたように、施設の在り方としては、いろんな形態が考え

られると思います。本町の場合には、２つの小学校と１つの中学校ということで、現在のこ

の近隣の状況を見ますと、そういう小学校２校、中学校１校という、その程度の規模であれ

ば、むしろ統合して、義務教育学校、あるいは小中一貫というような考え方も生まれてくる

と思います。ただ、そういったところについて、明確な方向を示すところまでには至ってお

りません。 

 総合教育会議を進めていく中で、そういった方向性、課題についても当然議論をしながら、

一方では現状のままという意見もあろうかと思います。住民の皆さんの意見、そういったも

のを踏まえながら、少し時間をかけてでも取り組んでいく必要があると、そのように思って

いるところです。 

                                     

                   

【２０２２年１２月１５日】 

柴田：建って４０年以上になる桂川小、桂川中学校です。私から見たら、現時点では、協議

会を設立するの状況だろうと思うんですけれども、町長がそういう状況にないと言うそうい

う状況とはどういう状況なんですか。 

 

井上：いわゆる協議会という会の名前ですから、連想されるのは、そこに、ある一定の、委

員さんといいますか、そういったことで構成する中で検討していくということだろうと思い

ます。それを想定したときに、そこで協議する柱になるものがきちんとないとですね、ただ

単に会議を開くだけということになりますので、その場合に、協議会を設置すれば、当然の

ことながら、行政としての資料の提供とか、あるいは方向性の確認とか、そういったものが

必要になってくると思いますが、そういった準備がまだ行政のほうにできておりませんので、

そういう状況にはないと回答したところです。 

 


